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この印刷物は、E3PA のゴールドプラ
ス基準に適合した地球環境にやさし
い印刷方法で作成されています。
E3PA：環境保護印刷推進協議会「広報のと」9 月号の印刷費は一部当たり 31 円です。
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P L U S

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

の
と
ち
ょ
う

　 
　
　
　
と
　
　    

の
ト
ビ
ラ

歴
史    

文
化

そ の 六　

と
き
は
群ぐ

ん
ゆ
う
か
っ
き
ょ

雄
割
拠
の
戦
国
時
代
、
能
登

は
畠は
た
け
や
ま
し

山
氏
と
い
う
大
名
（
行
政
・
警
察
・

軍
事
権
を
持
つ
職
）
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
正
四
・
五
年

（
１
５
７
６
・
７
７
）、
越
中
の
上
杉
謙
信

に
よ
る
二
度
の
攻
撃
で
居
城
の
七
尾
城
は

陥か
ん
ら
く落
。
能
登
畠
山
氏
は
滅
亡
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
能
登
各
地
で
は
い
く
つ
も

の
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
、
町

内
で
は
松
波
城
、
棚
木
城
（
宇
出
津
）
な

ど
で
戦
闘
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
九
里
川
尻
川
の
中
流
右
岸
に

位
置
す
る
町
指
定
史
跡
「
末
次
城
址
」
も

そ
の
一
つ
で
す
。
国
道
２
４
９
号
線
と
川

が
並
走
し
て
い
る
場
所
か
ら
南
東
側
丘
陵

に
あ
り
、
案
内
版
な
ど
も
不
動
寺
公
民
館

活
動
の
一
環
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
承
で
は
城
主
末
次
氏
が
地
元
住
民
な

ど
と
団
結
し
て
上
杉
軍
と
戦
い
、
落
城
し

■ 

夏
の
上
杉
軍
侵
攻
と
末す

え
つ
ぐ次

城
址

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
杉
軍
に
よ
る
二

度
目
の
能
登
侵
攻
は
五
～
九
月
頃
だ
っ
た

た
め
、暑
い
最
中
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

城
の
周
辺
に
は
、
上
杉
軍
が
陣
取
っ
た
と

い
う
「
ジ
ン
ナ
ミ
（
ゼ
ン
ナ
ミ
）」、
城
主

一
族
な
ど
が
隠
れ
潜
ん
だ
と
い
う
「
コ
モ

リ
ヤ
チ
」
な
ど
の
地
名
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
上
杉
軍
と
地
元
の
人
た

ち
と
の
戦
闘
が
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　　　末次城址   標高50ｍほどの丘陵先端部が城跡

とされ、本丸、二ノ丸、三ノ丸などといわれる曲輪（くるわ、平

坦地）が各所に残されている。別名をセイツギの城、背継城、

行延城ともいう。築城された時期は定かではなく、南北朝期

とする説もあるが根拠はない。珠洲焼などが出土しているこ

とから戦国時代に遡ることはできるようである。
　問町教育委員会事務局☎（72）2５０９

復活 宇出津灯りフェスティバル

　昨年度は残念ながら天候不良のため、開催でき
なかった、復活「宇出津灯りフェスティバル」。
4 団体が展示、町商工会と宇出津公民館が取組み
をサポートします。宇出津歩行者天国と同時開催。
心暖まる「灯り」作品を是非ご覧ください。

日時　9 月 8 日㊐　17:30 点灯（21:00 頃まで）
会場　○いやさか広場：鳳遊海、興能信用金庫
　　　○宇出津小学校グラウンド：宇出津小学校PTA
　　　○音羽町地内：音羽町内会

問宇出津公民館☎ 62-3458


